
我
慢
の
一
時
の
長
か
っ
た
こ
と
。

敵
機
の
掃
射
も
怖
い
、
飢
餓
も
つ
ら
い
、
孤
島
に
置
き
去
り

に
さ
れ
た
哀
れ
な
兵
士
の
日
々
で
あ
っ
た
。

終
戦
、
自
活

昭
和
二
十
年
十
二
月
の
あ
る
日
、
日
本
兵
ら
し
き
者
が
現
れ

て
、「
日
本
兵
は
お
ら
ん
か
」
と
呼
び
か
け
る
。
皆
で
相
談
の

結
果
一
人
を
選
抜
し
て
兵
に
恐
る
恐
る
近
接
し
面
談
の
結
果
、

彼
は
終
戦
を
伝
え
る
捜
索
隊
の
兵
で
あ
っ
た
。
東
北
託
り
の
兵

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

島
の
海
軍
部
隊
の
本
部
が
あ
っ
た
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
カ
ウ
に
集

結
し
た
が
、
各
地
か
ら
各
島
か
ら
続
々
と
集
ま
っ
て
来
る
兵
士

で
「
カ
ウ
」
は
急
激
に
人
員
が
増
え
、
食
糧
難
へ
と
陥
る
。
対

策
と
し
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
切
り
拓
い
て
開
墾
が
始
ま
る
。

五
十
人
く
ら
い
が
一
列
横
隊
に
並
ん
で
、
各
自
ド
ラ
ム
缶
で

作
っ
た
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
返
し
な
が
ら
後
退
す
る
。
元
気
な
者

と
、
マ
ラ
リ
ア
や
栄
養
失
調
で
弱
っ
た
者
と
、
大
き
な
差
が
出

て
き
た
。
隣
で
働
い
て
い
た
兵
が
、
予
告
な
し
に
朽
ち
木
が
倒

れ
る
よ
う
に
突
然
バ
タ
ッ
と
倒
れ
る
、
驚
い
て
抱
く
と
小
さ
な

坤
く
よ
う
な
声
で
「
オ
カ
ア
サ
ー
ン
」
と
一
言
で
息
を
引
き
取
っ

た
。
毎
日
の
よ
う
に
一
人
二
人
と
死
者
が
出
る
。

開
墾
地
は
十
三
町
歩
に
及
ん
だ
。
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
か
芋

蔓
が
植
え
ら
れ
、
四
カ
月
後
に
は
甘
庶
で
自
活
す
る
。
明
る
い

見
通
し
が
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
が
つ
ら
い
毎
日
の
作
業
で
あ
っ

た
。海

軍
陸
戦
隊
で
は
生
還
者
一
五
〇
名
、
死
亡
者
二
〇
名
で
あ
っ

た
。昭

和
二
十
一
年
六
月
五
日
、
夢
の
よ
う
な
生
還
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

釜
山
牧
之
島
沖
海
空
戦

身
代
わ
り
「
三
曳
」
乗
船
　 

全
英
霊
に
捧
ぐ
　 

長
崎
県
　
酒
井
敏
郎
　 

私
は
昭
和
二
年
生
ま
れ
で
す
か
ら
戦
争
参
加
者
で
は
一
番
若

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
中
学
三
年
の
時
に
海
軍
に
入
っ
た
の

で
す
か
ら
。
昭
和
十
七
年
三
月
に
高
等
科
を
卒
業
し
た
時
は
海



軍
志
願
の
試
験
に
合
格
し
て
た
の
で
す
。
昭
和
十
六
年
十
二
月

二
十
五
日
に
長
崎
の
公
会
堂
で
海
軍
志
願
兵
の
採
用
試
験
が
あ
っ

て
、
翌
十
七
年
二
月
に
合
格
通
知
が
き
て
、
九
月
一
日
に
佐
世

保
第
二
海
兵
団
に
入
団
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

父
が
三
菱
造
船
所
の
庶
務
課
に
勤
め
て
い
ま
し
て
、
卒
業
か

ら
入
団
ま
で
、
半
年
近
く
あ
る
か
ら
三
菱
に
入
っ
て
お
れ
と
言

わ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
造
船
所
青
年
学
校
の
造
機
設
計
部
の

採
用
試
験
を
受
け
た
ら
合
格
し
ま
し
て
、
四
月
一
日
か
ら
八
月

二
十
八
日
ま
で
勤
め
て
い
ま
し
た
。

入
団
の
期
日
も
迫
り
ま
し
た
八
月
二
十
五
日
こ
ろ
、
退
職
を

申
し
出
ま
し
た
と
こ
ろ
造
船
所
の
保
安
課
か
ら
文
句
が
出
た
の

で
す
。

入
社
時
に
海
軍
に
採
用
済
み
だ
っ
た
こ
と
を
な
ぜ
言
わ
な
か
っ

た
の
か
、
と
。
三
菱
は
軍
需
工
場
だ
か
ら
兵
役
志
願
の
取
消
し

が
で
き
た
の
に
…
…
と
散
々
説
教
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
入
社
時

に
、
そ
の
事
は
確
か
に
申
し
出
て
い
た
の
で
す
。
水
掛
け
論
に

な
っ
た
の
で
す
が
既
に
入
団
が
間
近
に
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、

兵
隊
の
方
が
先
だ
っ
た
の
で
す
。

日
の
丸
の
寄
せ
書
き
や
饅
別
も
用
意
し
て
く
れ
た
。
設
計
部

の
人
た
ち
は
…
。
恐
ら
く
連
絡
も
れ
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
保
安
係
は
「
そ
ん
な
事
聞
い
て
お
ら
ん
」
と
怒
っ
て
い
ま

し
た
。

三
菱
で
は
、
青
年
学
校
に
入
り
ま
し
た
。
造
船
所
の
昔
の
職

工
学
校
の
延
長
が
青
年
学
校
で
し
て
、
学
科
も
普
通
学
科
と
専

門
学
科
と
あ
り
、
教
練
は
一
時
間
あ
る
程
度
で
し
た
。
学
科
と

実
地
が
優
先
で
し
た
。
教
練
は
二
の
次
で
し
た
。

私
は
第
二
十
五
分
隊
の
第
七
教
班
で
し
た
か
ら
、
一
教
班
は

十
五
人
く
ら
い
で
す
が
全
部
で
何
人
い
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

志
願
兵
だ
け
の
班
で
し
た
。
入
団
し
て
、
法
令
改
正
で
ニ
カ
月

後
に
二
階
級
特
進
で
二
等
水
兵
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
五
等
水

兵
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

海
兵
団
の
教
育
は
精
神
棒
で
尻
を
叩
か
れ
ま
し
た
。
理
由
が

分
か
ら
ん
の
に
叩
か
れ
る
の
で
す
。
太
い
棒
は
意
外
に
痛
く
は

な
い
の
で
す
が
、
細
い
方
が
痛
い
の
で
す
。
特
に
痛
か
っ
た
の

は
ス
ト
ッ
パ
ー
と
言
わ
れ
た
ロ
ー
プ
を
水
に
つ
け
た
や
つ
で
や

ら
れ
る
と
、
体
に
巻
き
つ
き
ま
す
か
ら
余
計
に
痛
か
っ
た
。

班
長
は
滅
多
に
叩
か
な
い
の
で
す
が
、
短
艇
競
争
で
他
班
に

負
け
た
ら
大
変
で
し
た
。
食
事
の
用
意
が
終
わ
っ
て
、
い
ざ
食



べ
よ
う
と
し
た
テ
ー
ブ
ル
を
引
っ
く
り
返
し
て
食
べ
さ
せ
な
い

の
で
す
。
そ
の
ま
ま
教
練
の
継
続
で
す
か
ら
腹
が
減
っ
て
、
ふ

ら
ふ
ら
で
し
た
。
班
長
は
外
出
し
て
食
事
す
る
の
で
す
か
ら
、

ひ
ど
か
っ
た
。

巡
検
後
、
寝
て
る
と
こ
ろ
を
叩
き
起
こ
さ
れ
て
制
裁
を
加
え

ら
れ
ま
し
た
。
入
団
し
て
一
年
半
く
ら
い
た
っ
て
水
兵
長
に
な

る
と
今
度
は
自
分
が
叩
く
立
場
に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
叩
か

れ
る
こ
と
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
カ
月
の
海
兵
団
の
教
育
が
や
っ
と
終
わ
っ
て
、
十
一
月
三

十
日
に
海
軍
機
雷
学
校
に
入
校
し
ま
し
た
。

私
の
場
合
は
志
願
兵
の
願
書
を
昭
和
十
六
年
の
末
に
出
し
ま

し
た
が
、
そ
の
と
き
に
自
分
の
希
望
す
る
術
科
を
第
一
志
望
・

電
信
、
第
二
志
望
・
水
測
、
第
三
志
望
な
し
と
書
い
て
出
し
て

い
た
ん
で
す
。
学
校
に
入
ら
な
い
者
も
中
に
は
い
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
学
校
へ
行
っ
て
な
い
と
後
の
進
級
に
影
響
が
あ
る
の

で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
学
校
に
入
る
の
で
す
。
私
は
第
一
志
望
の

電
信
が
駄
目
で
第
二
志
望
の
水
測
を
学
ぶ
た
め
機
雷
学
校
に
入
っ

た
の
で
す
。

七
カ
月
間
、
水
測
の
教
育
を
受
け
て
卒
業
す
る
と
い
う
時
に

第
二
種
症
で
入
院
し
た
の
で
す
。
第
二
種
症
と
は
戦
地
で
病
気

に
か
か
る
と
第
一
種
症
で
す
。
い
わ
ゆ
る
戦
病
で
す
が
、
第
二
種

症
は
平
病
で
す
。
私
は
肋
膜
で
し
た
。
第
三
種
症
は
性
病
で
す
。

海
軍
は
寝
台
が
な
く
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
す
が
、
慣
れ
る
と
割

と
楽
な
ん
で
す
。
偉
い
人
に
な
る
と
肩
の
と
こ
ろ
に
板
を
横
に

入
れ
て
広
げ
て
お
り
ま
し
た
が
、
下
級
の
者
は
当
然
そ
ん
な
こ

と
で
き
ま
せ
ん
。

昭
和
十
八
年
六
月
末
に
横
須
賀
海
軍
病
院
に
入
院
し
て
二
カ

月
治
療
し
て
八
月
十
四
日
全
治
退
院
、
二
十
二
日
佐
世
保
に
帰
っ

た
ら
第
一
海
兵
団
に
転
属
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
末
に
朝
鮮
の
鎮
海
防
備
隊
付
き
を
命
ぜ
ら
れ
朝
鮮
の

釜
山
に
行
き
ま
し
た
。
防
備
隊
は
ど
ん
な
仕
事
か
と
申
し
ま
す

と
、
釜
山
付
近
の
島
に
駐
屯
し
て
機
雷
を
敷
設
し
て
敵
の
侵
入

を
防
ぐ
の
が
任
務
で
す
。
私
が
扱
っ
た
九
二
式
機
雷
は
楕
円
形

で
二
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
す
。
六
個
の
機
雷
を
電
線
で
繋
ぎ

水
面
下
十
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
沈
め
、
航
路
や
港
の
入
口
に

設
定
し
、
機
雷
設
置
さ
れ
て
あ
る
聴
音
器
を
絶
え
ず
聞
き
な
が

ら
監
視
を
続
け
、
異
状
音
を
探
知
し
た
と
き
は
ス
イ
ッ
チ
を
押

し
て
機
雷
を
爆
破
し
、
敵
潜
、
敵
艦
の
侵
入
を
防
止
す
る
の
で



す
。
九
二
式
の
他
に
触
角
の
付
い
た
機
雷
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
五
月
一
日
付
け
で
待
望
の
水
兵
長
と
な
り
叩
か

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
十
月
十
日
に
敷
設
特
務
艇

『
黒
島
』（
五
百
ト
ン
）
乗
組
員
を
命
ぜ
ら
れ
艦
船
勤
務
に
な
り

ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
五
月
一
日
に
海
軍
二
等
兵
曹
（
伍
長
）
に
任
官

し
ま
し
た
。
二
週
間
後
に
初
任
下
士
官
特
別
教
育
を
受
け
る
た

め
、
鎮
海
海
兵
団
に
仮
入
団
し
、
初
年
兵
に
逆
戻
り
さ
せ
ら
れ
、

厳
し
い
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
わ
ず
か
半
月
の
教
育
で
し
た
が

初
心
に
戻
ら
さ
れ
ま
し
た
。

済
州
島
に
機
雷
一
五
〇
個
敷
設
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
幸

い
敵
機
が
来
な
く
て
助
か
り
ま
し
た
。
機
雷
敷
設
中
に
空
襲
や

敵
潜
に
や
ら
れ
た
ら
機
雷
が
爆
発
し
て
木
っ
端
微
塵
で
す
。
命

が
け
で
す
。
上
の
人
は
「
大
し
た
こ
と
な
い
よ
。
花
火
が
チ
ョ

ロ
チ
ョ
ロ
す
る
く
ら
い
だ
よ
」
と
軽
く
言
っ
て
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
初
旬
、
鎮
海
警
備
府
司
令
長
官
（
山
口
儀

三
郎
海
軍
中
将
）
よ
り
防
備
隊
司
令
（
宮
木
定
知
海
軍
大
佐
）

へ
命
令
、「
貴
官
は
黒
島
を
司
令
艇
と
し
外
艦
船
六
隻
（
海
防

艦
二
隻
、
敷
設
艇
二
隻
、
外
二
隻
）
に
て
八
月
六
日
よ
り
釜
山

～
対
馬
、
対
馬
～
博
多
間
に
海
底
電
信
線
を
敷
設
せ
よ
」
と
の

命
令
を
受
け
ま
し
た
。

八
月
五
日
朝
、
黒
島
艇
長
（
小
野
誠
海
軍
大
尉
）
は
防
備
隊

司
令
よ
り
呼
び
出
し
を
受
け
前
記
作
戦
命
令
を
受
け
た
が
、
司

令
を
前
に
小
野
大
尉
は
「
死
は
少
し
も
恐
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
こ
の
作
戦
は
ラ
イ
オ
ン
の
口
中
の
餌
を
拾
う
に
等
し
く
、

電
線
敷
設
は
現
在
の
戦
況
に
お
い
て
は
身
動
き
で
き
ぬ
艦
艇
を

毎
日
来
襲
す
る
敵
機
の
よ
き
獲
物
を
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
」
と

テ
ー
ブ
ル
を
叩
い
て
反
論
し
た
が
、「
軍
命
令
で
あ
る
」
と
の

強
い
司
令
の
言
葉
に
逆
ら
え
ず
、
や
む
な
く
帰
艇
し
ま
し
た
。

宮
本
司
令
は
「
六
日
は
『
黒
島
』
へ
乗
艇
で
き
ぬ
の
で
『
黒

島
』
は
五
日
夕
、
出
港
し
、
牧
の
島
沖
で
艦
艇
と
合
流
し
待
機

せ
よ
」
と
命
じ
ま
し
た
。

昨
今
は
戦
況
も
悪
く
、
毎
日
敵
機
が
来
襲
し
敵
潜
の
出
没
も

甚
だ
し
く
、
頼
み
の
友
軍
機
は
影
も
な
く
、
そ
の
状
況
の
中
で

の
電
線
敷
設
作
戦
は
、
艇
長
言
明
の
ご
と
く
必
至
の
作
戦
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
し
た
。
艇
長
は
帰
艇
後
全
員
を
集
め
前
記
作

戦
の
た
め
、「
今
夕
出
動
す
る
。
貴
様
た
ち
の
命
は
艇
長
に
く

れ
。
今
か
ら
出
港
準
備
に
か
か
れ
」
と
号
令
さ
れ
、
皆
は
そ
れ



ぞ
れ
の
部
署
で
準
備
に
掛
か
り
ま
し
た
。

午
後
五
時
、
船
橋
の
当
直
将
校
が
信
号
長
（
比
嘉
先
任
下
士

官
）
に
出
港
を
命
令
、
出
港
用
意
の
ラ
ッ
パ
と
共
に
配
置
に
付

く
。
出
港
の
合
図
と
共
に
「
舳
先
も
や
い
デ
ッ
コ
ー
（
外
す
こ

と
）

」「抜
錨
」「
錨
巻
け
」「
錨
納
め
」「
機
関
前
進
」
次
か
ら

次
へ
と
号
令
が
飛
び
交
い
、「
黒
島
」
は
鎮
海
湾
を
後
に
一
路

牧
の
島
へ
と
向
か
っ
た
の
で
す
。

道
中
、
戦
闘
準
備
の
第
一
配
備
で
運
航
、
午
後
八
時
、
仮
泊

錨
地
へ
到
着
し
ま
し
た
。
他
の
艦
艇
は
既
に
到
着
し
て
お
り
指

揮
艇
「
黒
島
」
の
到
着
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
十
時
、
宮
本
司
令
よ
り
飛
電
が
あ
り
、「
本
官
明
朝
五

時
「
三
曳
」（
哨
戒
艇
、
一
五
〇
ト
ン
、
艇
長
森
誠
一
郎
海
軍

中
尉
）
に
て
鎮
海
出
港
、
八
時
、
牧
の
島
（
釜
山
港
を
出
た
と

こ
ろ
に
あ
る
島
）
沖
に
て
「
黒
島
」
乗
艇
予
定
」

。
平
塚
暗
号

長
電
報
持
っ
て
突
っ
走
る
。
小
野
艇
長
は
電
文
を
受
け
「
信
号

長
は
各
艦
艇
へ
明
朝
七
時
出
動
を
伝
達
せ
よ
」
と
命
令
。

全
員
明
日
に
備
え
よ
。
当
直
以
外
は
休
め
と
号
令
。
八
月
六

日
六
時
、
総
員
起
床
、
朝
礼
、
本
日
よ
り
の
作
戦
行
動
の
説
明

が
あ
り
、
司
令
艇
と
も
な
る
と
敵
の
集
中
攻
撃
の
的
と
な
る
こ

と
は
必
定
。「
各
員
奮
励
努
力
せ
よ
。
全
員
の
命
は
小
野
大
尉

が
も
ら
っ
た
。
共
に
死
の
う
！
」
と
訓
示
。

「
七
時
全
艦
艇
出
動
命
令
伝
達
せ
よ
」

。
六
時
五
十
分「
出

港
用
意
配
置
に
つ
け
」

。
私
と
他
二
名
は
艦
橋
上
部
の
見
張
り

に
付
く
。
七
時
揚
錨
、「
黒
島
」
を
先
頭
に
隊
伍
を
組
み
一
路

牧
の
島
沖
へ
と
向
か
っ
た
の
で
す
。

七
時
二
十
分
、「
三
曳
」
の
艇
影
を
確
認
、
艦
橋
へ
報
告
し

ま
し
た
。
と
同
時
に
五
島
方
向
に
機
影
を
発
見
、
敵
機
飛
来
報

告
（
編
隊
飛
行
す
る
よ
う
な
友
軍
機
は
い
な
い
現
状
で
し
た
）

、

見
張
り
続
け
よ
！
「
先
頭
配
置
に
付
け
」
戦
闘
ラ
ッ
パ
が
鳴
り

響
く
。
私
と
宮
川
兵
長
は
艦
橋
上
部
の
一
番
機
銃
配
置
だ
っ
た

の
で
、
機
銃
指
揮
に
当
た
り
な
が
ら
見
張
り
を
続
け
ま
し
た
。

ま
も
な
く
機
影
が
、

は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

Ｂ29

が
三
十
機
だ
。
双
眼
鏡
か
ら
目
を
離
さ
ず
見
張
る
。「
敵

機
機
雷
投
下
」

。
そ
の
旨
報
告
、
投
下
位
置
、
個
数
の
確
認
を

命
ぜ
ら
れ
る
。
投
下
個
数
、
十
有
個
を
認
め
る
。
し
ば
ら
く
す

る
と
麗
水
方
向
へ
機
影
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

司
令
の
乗
っ
た
「
三
曳
」
の
船
影
も
肉
眼
で
認
め
ら
れ
る
ま

で
近
付
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
で
す
。
先
刻
消
え
た
敵
機
が



反
転
し
た
の
か
、
き
ら
き
ら
と
光
る
も
の
を
認
め
た
。「
敵
機

反
転
来
襲
す
」
と
報
告
、
見
張
り
を
交
代
、
機
銃
指
揮
の
配
置

に
付
く
。

射
手
は
宮
川
兵
長
（
砲
術
学
校
出
身
）
で
す
。
他
に
二
名
計

四
名
が
一
番
機
銃
担
当
で
す
。
こ
の
「
黒
島
」
の
対
空
戦
闘
装

備
は
①
八
セ
ン
チ
主
砲
一
門
、
②
艦
橋
上
に
二
五
ミ
リ
連
装
機

銃
一
、
③
艦
橋
後
部
八
ミ
リ
機
銃
一
、
④
電
信
室
上
部
二
五
ミ

リ
連
装
機
銃
一
、
⑤
後
部
甲
板
二
五
ミ
リ
連
装
機
銃
一
で
あ
り

ま
す
。

「
さ
あ
来
い
」
と
待
ち
構
え
る
。
時
は
昭
和
二
十
年
八
月
六

日
午
前
七
時
二
十
五
分
。
敵
機
影
が
肉
眼
で
認
め
ら
れ
る
所
ま

で
近
付
い
て
き
た
。
敵
機
は
、
司
令
艇
「
三
曳
」
方
向
で
二
手

に
分
か
れ
る
様
子
だ
。
一
隊
は
「
三
曳
」
の
攻
撃
に
向
か
う
様

子
。
も
う
一
隊
は
、
こ
ち
ら
に
突
っ
込
ん
で
く
る
態
勢
だ
。
戦

闘
開
始
。

「
撃
ち
方
始
め
」
の
号
令
。
八
ミ
リ
主
砲
が
鳴
り
響
く
。
機

銃
は
ま
だ
届
か
な
い
。
敵
機
が
編
隊
を
解
き
二
、
三
機
ず
つ
に

分
か
れ
攻
撃
態
勢
で
各
艦
を
目
指
し
つ
つ
あ
り
。

間
も
な
く
各
艦
の
機
銃
が
、
こ
れ
を
迎
え
撃
っ
て
喰
り
出
し

た
。「
黒
島
」
に
も
三
機
が
突
っ
込
ん
で
く
る
様
子
。
別
の
二

機
が
後
部
方
向
に
回
っ
た
よ
う
だ
。

次
々
と
突
っ
込
ん
で
く
る
。

敵
味
方
の
機
銃
弾
が
飛
び
交
う
。
爆
弾
が
近
く
に
落
下
す
る
。

前
後
左
右
に
急
降
下
、
彼
我
の
機
銃
の
乱
交
射
、
爆
弾
投
下
、

艇
の
震
動
甚
だ
し
い
。
弾
幕
は
太
陽
を
覆
い
、
砲
声
は
耳
を
つ

ん
ざ
く
。
至
近
弾
で
艇
も
裂
け
ん
ば
か
り
で
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
敵
機
の
落
下
の
姿
は
見
え
な
い
。
宮

川
兵
長
へ
撃
ち
方
を
指
示
し
た
が
、
一
発
も
発
砲
す
る
気
配
な

く
敵
影
を
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の
時
で
し
た
。
艇
の
左
前
方
か

ら
突
っ
込
ん
で
く
る
敵
機
あ
り
、
艦
首
が
そ
の
方
へ
と
向
き
つ

つ
あ
り
、
機
影
が
平
行
に
な
っ
た
瞬
間
、
宮
川
兵
長
の
手
が
動

い
た
。
撃
っ
た
。
曳
光
弾
が
二
発
敵
機
へ
吸
い
こ
ま
れ
て
い
っ

た
。「
当
た
っ
た
」
我
を
忘
れ
て
叫
ん
だ
。
黒
煙
が
吹
き
出
し

た
。
尾
を
引
き
な
が
ら
落
ち
て
ゆ
く
。「
や
っ
た
！
万
歳
！
」

と
叫
ん
だ
。
戦
闘
は
な
お
も
続
く
が
敵
も
警
戒
し
た
の
か
攻
撃

の
手
が
控
え
ら
れ
て
き
た
感
じ
が
し
た
。
さ
て
は
我
が
方
に
優

秀
な
射
撃
手
が
い
る
の
を
警
戒
し
た
か
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
敵
機
も
燃
料
の
関
係
か
三
々
五
々
遠
の

き
だ
し
た
。
ふ
と
我
に
返
り
時
計
を
見
る
。
悪
夢
の
三
十
分
間



だ
っ
た
。
一
息
つ
き
無
事
の
有
無
を
確
認
す
る
。
戦
死
、
負
傷

者
一
人
も
な
し
、
幸
い
に
も
艇
も
航
行
に
異
状
な
し
。
ふ
と
司

令
が
乗
っ
て
き
た
コ
ニ
曳
」
の
方
向
を
見
る
。
海
防
艦
が
見
え

る
が
「
三
曳
」
の
姿
が
な
い
。「
や
ら
れ
た
」
一
瞬
戦
標
が
走
っ

た
。
虚
し
さ
が
こ
み
上
げ
た
。
冥
福
を
祈
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
三
曳
」
の
み
沈
没
。

戦
闘
が
夢
の
ご
と
く
去
り
全
艦
艇
集
結
、
次
の
作
戦
行
動
命

令
を
待
つ
間
も
な
く
、
終
戦
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
海
防
艦
の

甲
板
に
我
ら
が
撃
墜
し
た
敵
機
の
残
骸
と
思
わ
れ
る
車
輪
が
一

つ
収
容
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
作
戦
時
、
見
張
長
並
び
に
一
番
機
銃
（
艦
橋
上
二
五
ミ
リ

連
装
機
銃
）
指
揮
官
、
海
軍
一
等
兵
曹
酒
井
敏
郎
。

「
三
曳
」
は
司
令
を
乗
せ
た
ま
ま
敵
機
に
や
ら
れ
沈
没
し
た
。

生
存
者
の
有
無
は
不
明
の
ま
ま
で
す
。
実
際
に
戦
闘
に
参
加
し

た
者
の
戦
闘
の
結
果
は
自
分
の
乗
艦
は
分
か
る
け
れ
ど
他
の
艦

や
全
般
の
情
報
は
不
明
で
す
。
こ
の
作
戦
の
結
果
は
、
ど
の
よ

う
に
上
級
司
令
部
に
報
告
さ
れ
た
の
か
も
全
く
不
明
で
す
。

撃
ち
落
と
し
た
敵
機
の
乗
員
の
生
死
が
私
に
と
っ
て
気
掛
か

り
な
の
で
し
た
。
五
十
年
を
経
た
今
日
、
作
戦
の
様
子
を
発
表

す
る
気
持
ち
に
な
っ
た
の
も
歳
月
が
気
掛
り
を
薄
め
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
戦
争
で
生
き
残
れ
た
の
も
偶
然
の
積
み

重
ね
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
私
も
も
し
司
令
が
予
定
ど
お

り
「
黒
島
」
に
乗
っ
て
い
た
ら
「
三
曳
」
と
同
様
の
運
命
に
遭

い
現
在
生
き
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

私
は
終
戦
後
佐
世
保
で
下
艇
し
、
十
二
月
十
五
日
、
三
菱
に

復
職
し
ま
し
た
。

戦
い
に
生
死
の
区
別
は
つ
け
が
た
き
も
の
で
あ
る
が
、
幾
多

の
対
潜
、
対
空
戦
に
遭
遇
し
ま
し
た
が
、
本
作
戦
は
司
令
艇
と

し
て
司
令
旗
掲
げ
指
揮
を
取
る
作
戦
で
あ
れ
ば
敵
の
目
標
に
な

る
の
は
必
定
で
し
た
。
宮
本
司
令
が
乗
艇
の
遅
れ
で
我
ら
「
黒

島
」
乗
組
員
の
運
命
が
左
右
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
、「
三
曳
」

に
乗
船
し
た
全
英
霊
に
謝
心
を
寄
せ
、
安
ら
か
な
る
冥
福
を
祈

り
ま
す
。

終
わ
り
に
私
の
ア
ル
バ
ム
に
記
さ
れ
て
い
た
私
の
好
き
な
歌

詞
を
記
し
ま
す
（
誰
が
歌
っ
て
い
た
の
か
不
明
で
す
）

。

敗
戦
の
　
悲
哀
と
共
に

夢
去
り
て
　
大
海
原
の
友
の
訣
別




